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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 桑名市、多度町、長島町、木曽岬村の被害

■ 浸水状況図（『自然に学び自然に備える』中部建設協会 平成21年より）

■ 電通学園に避難した長島・木曽岬の被災者10月3日
　 （中日新聞社提供）

■ 数年前に取り壊された電通学園の大ホール
　 （NTT西日本三重支店提供）

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 高田本山の食堂

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
集
伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

集
団
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
じ
ゅ 

じ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

じ
き
ど
う

罹災総数（人）

38,004 

980 

1,290 

5,139 

2,279 

8,708 

3,312 

51,004 

桑名市 　 

多度町 　 

北部地区
（学区・長島北小学校）

中部地区
（学区・長島南小学校）

伊曽島地区
（学区・伊曽島小学校）

小計 　 

木曽岬村 　 

合計 　 

死者（人）

184
（0.48％）

ー

1
（0.08％）
101

（1.97％）
281

（12.33％）
383

（4.40％）
328

（9.90％）

895 

全壊（戸）

244 

16 

4 

130 

96 

244 

95 

599 

半壊（戸）

1,924 

95 

65 

408 

109 

582 

281 

2,787 

長

島

町

『伊勢湾台風30周年記念』桑名郡長島役場 平成元年、『木曽岬村史』木曽岬村役場 昭和44年
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第
四
章

第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 桑名市、多度町、長島町、木曽岬村の被害

■ 浸水状況図（『自然に学び自然に備える』中部建設協会 平成21年より）

■ 電通学園に避難した長島・木曽岬の被災者10月3日
　 （中日新聞社提供）

■ 数年前に取り壊された電通学園の大ホール
　 （NTT西日本三重支店提供）

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 高田本山の食堂

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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❋
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台
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

集
団
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
じ
ゅ 

じ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

じ
き
ど
う

罹災総数（人）

38,004 

980 

1,290 

5,139 

2,279 

8,708 

3,312 

51,004 

桑名市 　 

多度町 　 

北部地区
（学区・長島北小学校）

中部地区
（学区・長島南小学校）

伊曽島地区
（学区・伊曽島小学校）

小計 　 

木曽岬村 　 

合計 　 

死者（人）

184
（0.48％）

ー

1
（0.08％）
101

（1.97％）
281

（12.33％）
383

（4.40％）
328

（9.90％）

895 

全壊（戸）

244 

16 

4 

130 

96 

244 

95 

599 

半壊（戸）

1,924 

95 

65 

408 

109 

582 

281 

2,787 

長

島

町

『伊勢湾台風30周年記念』桑名郡長島役場 平成元年、『木曽岬村史』木曽岬村役場 昭和44年
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第
四
章

第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 新聞記事における避難状況の記述

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 昭和初期の如雪園(『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年)■ 観光客でにぎわう旧五鈴館跡の店

■ 神都道場として使用された昭和10年頃の別館対泉閣（通称大橋館）
　 （『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年）

■ 桑名郡長島町都羅新田（揖斐川左岸側）に着陸した米軍ヘリ
　 に集まる被災者（提供 朝日新聞社）

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録

　
　

伊
藤
重
信
編
著　

三
重
県
郷
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資
料
刊

行
会　

昭
和
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●
木
曽
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村
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木
曽
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役
場　

昭
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四
四
年

●
日
本
自
然
災
害
資
料
集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
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伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

　
　

し
ん  

と

  　
　
　
　

 　
　
　
　
　

ご  

れ
い
か
ん

　
　
　
　

      

く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
ち
ょ
う　
　

  

ご   

み 

づ
か

【被害状況】
〇桑名市市内の小・中学生の約半分に当る6,500人が学校を失い、伊曽島小では59名、木曽岬小で57人、木曽岬中で13人も亡くなった。
〇長島北小・伊曽島小は水に浸かり、長島南小学校と長島中学は被災者収容所、桑名の光風中学は災害本部でヘリコプター基地となった。
〇三重県教育委員会は、桑名市・長島町・木曽岬村の小学生8,200人　中学生1,200の集団避難について協議した。
〇三重県は、木曽岬村・長島町の被災者が伝染病に罹患しないように、員弁郡下の北勢町などへ強制避難を決定。
〇長島町2500人と木曽岬村500人の老幼婦女子を鈴鹿市の電通学園大ホール等への避難を決定。
【県営避難所設置の決定】
〇県営避難所を設置して緊急避難の方針が決定 
 
【避難説得】
〇被害が甚大な長島町伊曽島地区は集団避難に賛成。被害が軽微な被災者は防災上の理由で避難を渋る。
〇長島町と木曽岬村の被災者3000人（長島町2500人、木曽岬村500人）の説得を開始。
〇2日までの集団避難希望者は、長島町455人、木曽岬村531人の計986人。
〇2日中に被災者に避難を説得し、3日から自衛艦2隻、小舟3隻で避難開始。
〇長島町の一部被災者は待ちきれずに2日に一部（96人）が鈴鹿避難所の電通学園に避難した。
〇2日から、四日市港・名古屋港間に1日2便の定期便（海上保安庁の船）が開通した。 

【避難行動】
〇長島町の老幼婦女子96名が、3日の避難を繰り上げて電通学園に避難。
〇長島町⇒米軍ヘリで光風中学⇒バス2台で鈴鹿へ 

【避難行動】
〇3日早朝から、長島町（560人）と木曽岬村（643人）の計1203人が陸海空で電通学園と高田本山へ避難した。
〇木曽岬村の643人の内、215人（小学生99人）は電通へ避難。残りの428人は電通と高田へ避難。
〇3日夜の段階で、避難希望者は長島町伊曽島約50人、木曽岬村約150人（老・小中生）であり、4日に高田本山へ移動した 

〇長島町の560人（伊曽島地区461人）は揚陸艇・ヘリコプター・バスで電通学園へ

【避難行動】
〇伊曽島の約50人は都羅新田の砂浜からヘリと伊勢大橋左岸側からバスで高田本
山へ

【避難者数】
〇高田本山は、3日に118人、4日に121人の計239人（内７割が児童。教師の不在に不満が発生）。
〇電通学園は1337人で、4日時点で満員（定員1308人）。
◎三重県下小・中・高676校のうち、水害で144校が休校、11校が分散授業、11校が2部授業。 

【避難行動】
〇6日午後、長島町の学童1170人（長島北小270人、長島南小500人、長島中400人）
と教師20人（学童905人・教師32人・PTA９人との記載もあり）が伊勢市の如雪園、
五鈴園と奥野家の各旅館へ集団避難した。

【避難経路】
〇伊勢大橋左岸と都羅新田（伊曽島小の北側）の集結所⇒舟で自衛艦へ、
〇伊勢大橋右岸側（遠方からはトラックで集合） の集結所
　　⇒徒歩で桑名市の住吉船着場⇒上陸用舟艇４隻
　　⇒揖斐川河口で自衛艦に乗り換え鳥羽港⇒バスで伊勢市の避難所。
 
【臨時避難学校の開設計画】
〇電通学園内の建物を借り、1学級を小学校で14人、中学校で8人程度とし、木曽岬小と伊曽島小で各６学級、木曽岬中で3学級で、授業再開を12
日頃と予定。
〇高田本山[5日現在で木曽岬・長島の239人（330人の記載有り）を収容]での授業再開は遅れるが、小学生は同本山で合同授業。中学生は近くの
「一身田中」に編入予定。 

【学校別の再編】
〇避難生徒1870人が電通学園、高田本山に避難しているが、学校別に再編する。 

【授業再開への移動】
〇高田本山の伊曽島小219人が14日迄に電通学園に移動する。
〇長島北小268人が如雪園から楠小へ移動する。
〇電通学園と高田本山の長島南小（209人）と長島中（412人）が伊勢市の4避難所
に移動する。
〇伊勢市内で新たに避難所1ヶ所（神都道場）を新設する。 

【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（239人）が三重大学旧校舎へ移動
【授業再開の延期】
〇電通学園での12日の授業再開予定は、準備不足等で見送り。

【10月12日現在の避難先の生徒数】
〇高田本山には木曽岬小・中の約190人が避難。
〇10月13日の毎日新聞人名調査（12日現在）より　⇒　①如雪園は長島南小269人と職員14人、長島北小268人と職員10人、②五鈴館は長島中
135人と職員（校長を含み）7人、③奥野家は長島中142人と職員7人。 

 
【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（221人）が「電通学園212人+高田本山9人」から三重大学旧校舎
へ14日迄に移動。 

【さらなる集団化で長島南小学校全員集合】
〇長島北小学校（267人）と職員（11人）は18日に如雪園から三重郡楠町（現四日市
市楠町）の楠小学校に移動し、19日から授業開始。

〇この入れ替えに伴って、電通学園と高田本山に避難していた長島南小学校の各
約100人が如雪園（既に児童269人と教師14人が避難）に移り、同校全児童（約
500人）が如雪園に集合した。 

【授業再開】
〇19日に長島北小学校（267人、教職員11人）が楠小で授業再開

【長島中学全員集合】
〇電通学園と高田本山に避難していた長島中（128人）が伊勢市の神都道場に到
着し、先に四日市から自衛艦4隻で伊勢市に着いていた300人（五鈴館に男子145
人、奥野家に女子155人）と再会し、長島中学校が23日目に全員集合した。

〇現在３つの避難所（修練道場、五鈴館、奥野家）と近くの進修小学校を借りて授業。 

〇木曽岬村の215人（小学生99人）は自衛艦で電通学園へ
　

〇木曽岬村の約150人は鍋田川・木曽川沿いに海路で高田
　本山へ

〇木曽岬村からの集団避難の希望者はいなかった。

〇木曽岬小（259人）と木曽岬中（39人）の計298人は電通学
園へ

〇木曽岬小（345人）中（142人）の計487人が電通学園から
鈴峯荘に移動。

〇木曽岬小・中学校(371人)が電通学園から鈴峯荘へ17日に
移動。

〇19日から鈴峯荘の木曽岬小・中学校（509人）の授業が、小
中学生共に１学年１学級で、当分は午前中だけ授業。

桑名郡長島町関係 桑名郡木曽岬村関係

1日

2日

3日

4日

5日

6日

9日

12日

13日

18日

19日

20日



9394

第
四
章

第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 新聞記事における避難状況の記述

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 昭和初期の如雪園(『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年)■ 観光客でにぎわう旧五鈴館跡の店

■ 神都道場として使用された昭和10年頃の別館対泉閣（通称大橋館）
　 （『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年）

■ 桑名郡長島町都羅新田（揖斐川左岸側）に着陸した米軍ヘリ
　 に集まる被災者（提供 朝日新聞社）

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

　
　

し
ん  

と

  　
　
　
　

 　
　
　
　
　

ご  

れ
い
か
ん

　
　
　
　

      

く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
ち
ょ
う　
　

  

ご   

み 

づ
か

【被害状況】
〇桑名市市内の小・中学生の約半分に当る6,500人が学校を失い、伊曽島小では59名、木曽岬小で57人、木曽岬中で13人も亡くなった。
〇長島北小・伊曽島小は水に浸かり、長島南小学校と長島中学は被災者収容所、桑名の光風中学は災害本部でヘリコプター基地となった。
〇三重県教育委員会は、桑名市・長島町・木曽岬村の小学生8,200人　中学生1,200の集団避難について協議した。
〇三重県は、木曽岬村・長島町の被災者が伝染病に罹患しないように、員弁郡下の北勢町などへ強制避難を決定。
〇長島町2500人と木曽岬村500人の老幼婦女子を鈴鹿市の電通学園大ホール等への避難を決定。
【県営避難所設置の決定】
〇県営避難所を設置して緊急避難の方針が決定 
 
【避難説得】
〇被害が甚大な長島町伊曽島地区は集団避難に賛成。被害が軽微な被災者は防災上の理由で避難を渋る。
〇長島町と木曽岬村の被災者3000人（長島町2500人、木曽岬村500人）の説得を開始。
〇2日までの集団避難希望者は、長島町455人、木曽岬村531人の計986人。
〇2日中に被災者に避難を説得し、3日から自衛艦2隻、小舟3隻で避難開始。
〇長島町の一部被災者は待ちきれずに2日に一部（96人）が鈴鹿避難所の電通学園に避難した。
〇2日から、四日市港・名古屋港間に1日2便の定期便（海上保安庁の船）が開通した。 

【避難行動】
〇長島町の老幼婦女子96名が、3日の避難を繰り上げて電通学園に避難。
〇長島町⇒米軍ヘリで光風中学⇒バス2台で鈴鹿へ 

【避難行動】
〇3日早朝から、長島町（560人）と木曽岬村（643人）の計1203人が陸海空で電通学園と高田本山へ避難した。
〇木曽岬村の643人の内、215人（小学生99人）は電通へ避難。残りの428人は電通と高田へ避難。
〇3日夜の段階で、避難希望者は長島町伊曽島約50人、木曽岬村約150人（老・小中生）であり、4日に高田本山へ移動した 

〇長島町の560人（伊曽島地区461人）は揚陸艇・ヘリコプター・バスで電通学園へ

【避難行動】
〇伊曽島の約50人は都羅新田の砂浜からヘリと伊勢大橋左岸側からバスで高田本
山へ

【避難者数】
〇高田本山は、3日に118人、4日に121人の計239人（内７割が児童。教師の不在に不満が発生）。
〇電通学園は1337人で、4日時点で満員（定員1308人）。
◎三重県下小・中・高676校のうち、水害で144校が休校、11校が分散授業、11校が2部授業。 

【避難行動】
〇6日午後、長島町の学童1170人（長島北小270人、長島南小500人、長島中400人）
と教師20人（学童905人・教師32人・PTA９人との記載もあり）が伊勢市の如雪園、
五鈴園と奥野家の各旅館へ集団避難した。

【避難経路】
〇伊勢大橋左岸と都羅新田（伊曽島小の北側）の集結所⇒舟で自衛艦へ、
〇伊勢大橋右岸側（遠方からはトラックで集合） の集結所
　　⇒徒歩で桑名市の住吉船着場⇒上陸用舟艇４隻
　　⇒揖斐川河口で自衛艦に乗り換え鳥羽港⇒バスで伊勢市の避難所。
 
【臨時避難学校の開設計画】
〇電通学園内の建物を借り、1学級を小学校で14人、中学校で8人程度とし、木曽岬小と伊曽島小で各６学級、木曽岬中で3学級で、授業再開を12
日頃と予定。
〇高田本山[5日現在で木曽岬・長島の239人（330人の記載有り）を収容]での授業再開は遅れるが、小学生は同本山で合同授業。中学生は近くの
「一身田中」に編入予定。 

【学校別の再編】
〇避難生徒1870人が電通学園、高田本山に避難しているが、学校別に再編する。 

【授業再開への移動】
〇高田本山の伊曽島小219人が14日迄に電通学園に移動する。
〇長島北小268人が如雪園から楠小へ移動する。
〇電通学園と高田本山の長島南小（209人）と長島中（412人）が伊勢市の4避難所
に移動する。
〇伊勢市内で新たに避難所1ヶ所（神都道場）を新設する。 

【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（239人）が三重大学旧校舎へ移動
【授業再開の延期】
〇電通学園での12日の授業再開予定は、準備不足等で見送り。

【10月12日現在の避難先の生徒数】
〇高田本山には木曽岬小・中の約190人が避難。
〇10月13日の毎日新聞人名調査（12日現在）より　⇒　①如雪園は長島南小269人と職員14人、長島北小268人と職員10人、②五鈴館は長島中
135人と職員（校長を含み）7人、③奥野家は長島中142人と職員7人。 

 
【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（221人）が「電通学園212人+高田本山9人」から三重大学旧校舎
へ14日迄に移動。 

【さらなる集団化で長島南小学校全員集合】
〇長島北小学校（267人）と職員（11人）は18日に如雪園から三重郡楠町（現四日市
市楠町）の楠小学校に移動し、19日から授業開始。

〇この入れ替えに伴って、電通学園と高田本山に避難していた長島南小学校の各
約100人が如雪園（既に児童269人と教師14人が避難）に移り、同校全児童（約
500人）が如雪園に集合した。 

【授業再開】
〇19日に長島北小学校（267人、教職員11人）が楠小で授業再開

【長島中学全員集合】
〇電通学園と高田本山に避難していた長島中（128人）が伊勢市の神都道場に到
着し、先に四日市から自衛艦4隻で伊勢市に着いていた300人（五鈴館に男子145
人、奥野家に女子155人）と再会し、長島中学校が23日目に全員集合した。

〇現在３つの避難所（修練道場、五鈴館、奥野家）と近くの進修小学校を借りて授業。 

〇木曽岬村の215人（小学生99人）は自衛艦で電通学園へ
　

〇木曽岬村の約150人は鍋田川・木曽川沿いに海路で高田
　本山へ

〇木曽岬村からの集団避難の希望者はいなかった。

〇木曽岬小（259人）と木曽岬中（39人）の計298人は電通学
園へ

〇木曽岬小（345人）中（142人）の計487人が電通学園から
鈴峯荘に移動。

〇木曽岬小・中学校(371人)が電通学園から鈴峯荘へ17日に
移動。

〇19日から鈴峯荘の木曽岬小・中学校（509人）の授業が、小
中学生共に１学年１学級で、当分は午前中だけ授業。

桑名郡長島町関係 桑名郡木曽岬村関係

1日

2日

3日

4日

5日

6日

9日

12日

13日

18日

19日

20日
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 桑名の住吉船着場から上陸用舟艇に乗り、揖斐川河口で自衛艦
 　に乗り換えて伊勢市に向かう避難学童

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録

　
　

伊
藤
重
信
編
著　

三
重
県
郷
土
資
料
刊

行
会　

昭
和
五
七
年

●
木
曽
岬
村
史　

木
曽
岬
村
役
場　

昭
和
四
四
年

●
日
本
自
然
災
害
資
料
集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
集
伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ 県営避難所での避難者の移動状況

■ 小・中学校の移動の経緯

■ 鳥羽港に入港した被災者（『伊勢湾台風30周年記念』より）

電通学園

高田本山

如雪園

五鈴館

奥野屋

三重県立大学

鈴峯荘

楠小学校

神都道場

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
長島北小学校

当初の避難校
長島中学校（男子）

当初の避難校
長島中学校（女子）

【伊曽島小学校が集合】

【木曽岬小・中学が集合】

【長島北小学校が集合】

【長島中学校は3＋に集合】

【8日】 【9日】 【14日】【17日】【18日】【20日】

長島北小学校 11月8日

長島南小学校 11月13日

長島中学校 11月14日

伊曽島小学校 12月5日

木曽岬小・中学校 小11月25日 中12月20日

帰郷日

〇如雪園から長島北小が楠小へ
の移動に伴い、長島南小が如雪
園に電通と高田より各約100名
が移動。
〇既に移動していた269人が加
わり、長島南小の全児童約500
人が集合した。

長島中学生の避難者数は、
五鈴館男子135人+奥野家
女子142人+128人(=電通+
高田)=405人

木曽岬小298人
(小259人+中39人)

長
島
南
小
 約
100人

長
島
南
小
 約
100人

約100人
約100人

269人+職員14人269人+職員14人

268人
268人 長島中

男子135人+職員7人
長島中

男子135人+職員7人

木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)
木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)

253人＋教師12人253人＋教師12人

女子142人+職員7人女子142人+職員7人

長島中の電通と高田の合計128人長島中の電通と高田の合計128人

20日
『三重県の災害誌』より

3日10月2日避難者避難所 4日 5日 6日 8日 ９日の
学校再編計画 12日 14日

413人
（校名不明）

353人̶̶̶̶
（657人） 29人̶̶̶̶

（302人）

17日 18日
開設から15日
までの日平均

16日～31日
までの日平均

376人
（校名不明）

351人̶̶̶̶
（563人）

25人̶̶̶̶
（193人）

〇219人（伊曽島小）が
14日迄に移動⇒Ⓐ
〇約100人（長島南小）
が18日に移動⇒Ⓑ
〇長島中（C1）は
20日に移動⇒Ⓒ

̶̶
̶̶̶̶
（735人）

（7班～12班）
（中日新聞が氏
名明記）

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注)参照

̶̶
̶̶̶̶
（746人） 5

日
時
点
で
満
員

電通学園の収容
定員は1308人
（中日新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（560人）

̶̶
̶̶̶̶
（96人）

長島町

〇487人（木曽岬小
345人+中142人）が
　移動⇒Ⓓ

̶̶
̶̶̶̶
（527人）

（1班～6班）
（中日新聞が氏
名明記）

̶̶
̶̶̶̶
（591人）

99人（木曽岬小）
̶̶̶̶̶̶̶
（215人）

木曽岬村

48人̶̶̶̶
（79人）

8人̶̶̶̶
（32人）

〇約100人（長島南
小）が18日に
移動⇒Ⓑ

〇長島中（C2）は20
日に移動⇒Ⓒ

219人
（伊曽島小）

電通へ移動

268人（長島北小）
は18日に楠小へ
移動 ⇒Ⓔ

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注）参照
７割が児童数
̶̶̶̶̶̶
（239人）

長島町

123人̶̶̶̶
（255人）

13人̶̶̶̶
（160人）

582人̶̶̶̶
（599人）

504人̶̶̶̶
（518人）

126人̶̶̶̶
（133人）

140人̶̶̶̶
（147人）

128人̶̶̶̶
（139人）

143人̶̶̶̶
（149人）

38人̶̶̶̶
（39人）

253人̶̶̶̶
（265人）

487人̶̶̶̶
（507人）

233人̶̶̶̶
（242人）

68人̶̶̶̶
（123人）

298人
（木曽岬小・中）

電通へ移動

〇500人（長島
南小）

〇270人（長島
北小）

̶̶
̶̶̶̶
（約50人）

高田本
山の収
容定員
500人
（中日
新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（約150人）

　　
　　
　　
　　
　　
　　

277人
（長島
中）

142人
（女子）

135人
（男子）

如雪園
10月5日開設

五鈴館
10月5日開設

奥野家
10月5日開設

〇269人（長島南
小）と職員14人
〇268人（長島北
小）と職員10人

⇒Ⓑ
478人（長島南
小）の全児童が

集合

 ⇒Ⓐ
253人（伊曽島
小）と教師12人
が移動

⇒Ⓓ
487人（木曽岬
小中生）が移動

⇒Ⓔ
268人（長島北
小）が如雪園
から移動

⇒Ⓒ
128人（長島中）
が移動

135人（男子・長島
中）と校長・職員7人

142人（女子・長島
中）と職員7人

三重県立大学
10月3日開設
定員300人

鈴峯荘
10月4日開設

楠小学校
15日開設

神都道場
長島町
18日開設

̶̶
̶̶̶̶
（428人）

木曽岬村

鈴鹿避難所
（電通学園）
10月2日開設
定員1308人

高田本山
10月3日開設
定員500人

【避難者数について】
本表は、中日・毎日・朝日の新聞記事から纏めているが、同一新
聞でも人数等について異なる場合が多々あった。
しかし、本章ではこれら異なる人数を統一することはせずに、そ
のまま記載している。このため人数は「概数」である。
また、本表中の避難者数は、分母の（ ）内に総避難者数を、分
子に避難者児童数と（ ）内に所属学校名を記載した。
なお、児童数が不明の場合は児童数を横棒で示し、総避難者
数が不明の場合は、児童数(所属学校名)だけを記している。
　
　〇表記の例　　　児童数（所属学校名）/総避難者数
　　　　　　　又は　　　　　　 　　－/総避難者数

 注） 「県営避難所」避難者調べ」の累積避難者数を日平均に直した。
　『日本自然災害資料集 第四巻伊勢湾台風災害誌』三重県  昭和36年

全避難民643人の内、
215人は電通学園へ
428人は高田本山へ

分散避難

避難者数
約330人との
記載有り

高田本山から
8日に移動した

ｃ1とｃ2の
合計が128人

避難者総数
（657＋563）
＝1220人

高田から8日に
移動した298人
が487人と記載

９日記載の電通学園の約100人と
高田本山の約100人の合計が209人。
如雪園の289人を加えて、209+169＝478人

長島中学生（電通学園のｃ1と
高田本山のｃ2）の合計
（ｃ1+ｃ2）＝128人

電通のｃ1+高田
のｃ2＝128人

6日記載の長島南小の
　500人が269人と記載

電通学園から移動

注）
長島中の避難生徒405人の内、
128人(=405-[五鈴館と奥野家の
計277人]）は電通学園と
高田本山へ分散避難

木曽岬小中生（小345人
＋中142人＝487人）が
電通学園から移動　
（23日の毎日新聞は
509人と記載）



9596

第
四
章

第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 桑名の住吉船着場から上陸用舟艇に乗り、揖斐川河口で自衛艦
 　に乗り換えて伊勢市に向かう避難学童

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録

　
　

伊
藤
重
信
編
著　

三
重
県
郷
土
資
料
刊

行
会　

昭
和
五
七
年

●
木
曽
岬
村
史　

木
曽
岬
村
役
場　

昭
和
四
四
年

●
日
本
自
然
災
害
資
料
集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
集
伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ 県営避難所での避難者の移動状況

■ 小・中学校の移動の経緯

■ 鳥羽港に入港した被災者（『伊勢湾台風30周年記念』より）

電通学園

高田本山

如雪園

五鈴館

奥野屋

三重県立大学

鈴峯荘

楠小学校

神都道場

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
長島北小学校

当初の避難校
長島中学校（男子）

当初の避難校
長島中学校（女子）

【伊曽島小学校が集合】

【木曽岬小・中学が集合】

【長島北小学校が集合】

【長島中学校は3＋に集合】

【8日】 【9日】 【14日】【17日】【18日】【20日】

長島北小学校 11月8日

長島南小学校 11月13日

長島中学校 11月14日

伊曽島小学校 12月5日

木曽岬小・中学校 小11月25日 中12月20日

帰郷日

〇如雪園から長島北小が楠小へ
の移動に伴い、長島南小が如雪
園に電通と高田より各約100名
が移動。
〇既に移動していた269人が加
わり、長島南小の全児童約500
人が集合した。

長島中学生の避難者数は、
五鈴館男子135人+奥野家
女子142人+128人(=電通+
高田)=405人

木曽岬小298人
(小259人+中39人)

長
島
南
小
 約
100人

長
島
南
小
 約
100人

約100人
約100人

269人+職員14人269人+職員14人

268人
268人 長島中

男子135人+職員7人
長島中

男子135人+職員7人

木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)
木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)

253人＋教師12人253人＋教師12人

女子142人+職員7人女子142人+職員7人

長島中の電通と高田の合計128人長島中の電通と高田の合計128人

20日
『三重県の災害誌』より

3日10月2日避難者避難所 4日 5日 6日 8日 ９日の
学校再編計画 12日 14日

413人
（校名不明）

353人̶̶̶̶
（657人） 29人̶̶̶̶

（302人）

17日 18日
開設から15日
までの日平均

16日～31日
までの日平均

376人
（校名不明）

351人̶̶̶̶
（563人）

25人̶̶̶̶
（193人）

〇219人（伊曽島小）が
14日迄に移動⇒Ⓐ
〇約100人（長島南小）
が18日に移動⇒Ⓑ
〇長島中（C1）は
20日に移動⇒Ⓒ

̶̶
̶̶̶̶
（735人）

（7班～12班）
（中日新聞が氏
名明記）

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注)参照

̶̶
̶̶̶̶
（746人） 5

日
時
点
で
満
員

電通学園の収容
定員は1308人
（中日新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（560人）

̶̶
̶̶̶̶
（96人）

長島町

〇487人（木曽岬小
345人+中142人）が
　移動⇒Ⓓ

̶̶
̶̶̶̶
（527人）

（1班～6班）
（中日新聞が氏
名明記）

̶̶
̶̶̶̶
（591人）

99人（木曽岬小）
̶̶̶̶̶̶̶
（215人）

木曽岬村

48人̶̶̶̶
（79人）

8人̶̶̶̶
（32人）

〇約100人（長島南
小）が18日に
移動⇒Ⓑ

〇長島中（C2）は20
日に移動⇒Ⓒ

219人
（伊曽島小）

電通へ移動

268人（長島北小）
は18日に楠小へ
移動 ⇒Ⓔ

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注）参照
７割が児童数
̶̶̶̶̶̶
（239人）

長島町

123人̶̶̶̶
（255人）

13人̶̶̶̶
（160人）

582人̶̶̶̶
（599人）

504人̶̶̶̶
（518人）

126人̶̶̶̶
（133人）

140人̶̶̶̶
（147人）

128人̶̶̶̶
（139人）

143人̶̶̶̶
（149人）

38人̶̶̶̶
（39人）

253人̶̶̶̶
（265人）

487人̶̶̶̶
（507人）

233人̶̶̶̶
（242人）

68人̶̶̶̶
（123人）

298人
（木曽岬小・中）

電通へ移動

〇500人（長島
南小）

〇270人（長島
北小）

̶̶
̶̶̶̶
（約50人）

高田本
山の収
容定員
500人
（中日
新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（約150人）

　　
　　
　　
　　
　　
　　

277人
（長島
中）

142人
（女子）

135人
（男子）

如雪園
10月5日開設

五鈴館
10月5日開設

奥野家
10月5日開設

〇269人（長島南
小）と職員14人
〇268人（長島北
小）と職員10人

⇒Ⓑ
478人（長島南
小）の全児童が

集合

 ⇒Ⓐ
253人（伊曽島
小）と教師12人
が移動

⇒Ⓓ
487人（木曽岬
小中生）が移動

⇒Ⓔ
268人（長島北
小）が如雪園
から移動

⇒Ⓒ
128人（長島中）
が移動

135人（男子・長島
中）と校長・職員7人

142人（女子・長島
中）と職員7人

三重県立大学
10月3日開設
定員300人

鈴峯荘
10月4日開設

楠小学校
15日開設

神都道場
長島町
18日開設

̶̶
̶̶̶̶
（428人）

木曽岬村

鈴鹿避難所
（電通学園）
10月2日開設
定員1308人

高田本山
10月3日開設
定員500人

【避難者数について】
本表は、中日・毎日・朝日の新聞記事から纏めているが、同一新
聞でも人数等について異なる場合が多々あった。
しかし、本章ではこれら異なる人数を統一することはせずに、そ
のまま記載している。このため人数は「概数」である。
また、本表中の避難者数は、分母の（ ）内に総避難者数を、分
子に避難者児童数と（ ）内に所属学校名を記載した。
なお、児童数が不明の場合は児童数を横棒で示し、総避難者
数が不明の場合は、児童数(所属学校名)だけを記している。
　
　〇表記の例　　　児童数（所属学校名）/総避難者数
　　　　　　　又は　　　　　　 　　－/総避難者数

 注） 「県営避難所」避難者調べ」の累積避難者数を日平均に直した。
　『日本自然災害資料集 第四巻伊勢湾台風災害誌』三重県  昭和36年

全避難民643人の内、
215人は電通学園へ
428人は高田本山へ

分散避難

避難者数
約330人との
記載有り

高田本山から
8日に移動した

ｃ1とｃ2の
合計が128人

避難者総数
（657＋563）
＝1220人

高田から8日に
移動した298人
が487人と記載

９日記載の電通学園の約100人と
高田本山の約100人の合計が209人。
如雪園の289人を加えて、209+169＝478人

長島中学生（電通学園のｃ1と
高田本山のｃ2）の合計
（ｃ1+ｃ2）＝128人

電通のｃ1+高田
のｃ2＝128人

6日記載の長島南小の
　500人が269人と記載

電通学園から移動

注）
長島中の避難生徒405人の内、
128人(=405-[五鈴館と奥野家の
計277人]）は電通学園と
高田本山へ分散避難

木曽岬小中生（小345人
＋中142人＝487人）が
電通学園から移動　
（23日の毎日新聞は
509人と記載）
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 １．伊勢湾台風からの高潮堤防復旧計画の考え方
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 温暖化により巨大化する台風
 １．地球温暖化と気象変動
 ２．気候変動によるスーパー伊勢湾台風の発生！
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 ●コラム① タイムライン
 2．広域避難に向けた取り組み②
 　木曽三川下流部　広域避難実現プロジェクト

 3．想定を超える洪水及び高潮に対してどう向き合うか
 ●コラム② 伊勢湾台風で早期避難を実施した三重県楠町

 まとめ
 １．木曽三川下流部は全国一の
                                                        ゼロメートル地帯に位置する
 ２．気候変動はスーパー伊勢湾台風を発生させる
 ３．「水防災意識社会」構築の必要性と早期避難
 ４．住民一人一人が意識すること。
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第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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❋
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台
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難
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台
風
が

　
　
　  

来
襲
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

  

と  

ら




